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feedpath Zebrafeedpath Zebrafeedpath Zebrafeedpath Zebra、、、、いつでもいつでもいつでもいつでも、、、、どこからでもどこからでもどこからでもどこからでもメールメールメールメールをををを閲覧可能閲覧可能閲覧可能閲覧可能！！！！    

モバイルプロジェクトモバイルプロジェクトモバイルプロジェクトモバイルプロジェクト「「「「feedpath Zebrafeedpath Zebrafeedpath Zebrafeedpath Zebra de M de M de M de Moooobilebilebilebile」」」」をををを本格本格本格本格始動始動始動始動    

～～～～第一弾第一弾第一弾第一弾：：：：携帯電話携帯電話携帯電話携帯電話向向向向けけけけ WebWebWebWeb アプリアプリアプリアプリをををを独自開発独自開発独自開発独自開発しししし、、、、本日本日本日本日よりよりよりより提供開始提供開始提供開始提供開始～～～～    

    

 フィードパス株式会社(本社: 東京都渋谷区 代表取締役社長 CEO： 津幡 靖久 以下フィード

パス)は、SaaS 型 Web メールサービス「feedpath Zebra」を利用シーンに合わせ様々なモバイル

端末からお客様にご利用いただくため、モバイルプロジェクトモバイルプロジェクトモバイルプロジェクトモバイルプロジェクト「「「「feedpath Zebrafeedpath Zebrafeedpath Zebrafeedpath Zebra de Mobile de Mobile de Mobile de Mobile    【【【【フフフフ

ィードパスィードパスィードパスィードパス    ゼブラゼブラゼブラゼブラ    デデデデ    モバイルモバイルモバイルモバイル】】】】（（（（****1111））））」」」」を本格始動したことを発表します。まず第一弾とし

て、「「「「feedpath Zebrafeedpath Zebrafeedpath Zebrafeedpath Zebra for  for  for  for ケータイケータイケータイケータイ【【【【フィードパスフィードパスフィードパスフィードパス    ゼブラゼブラゼブラゼブラ    フォーフォーフォーフォー    ケータイケータイケータイケータイ】】】】（（（（****2222））））」」」」を本

日リリースします。 

 

今日、3G を含めたブロードバンドの発展により、モバイル端末からも高速なモバイルインタ

ーネットが利用可能となり、利便性の高い様々なサービスが提供されています。これに伴い、

ビジネスシーンでもお客様は各々の目的や嗜好性に合ったモバイル端末の利用が可能となり、

その多様化が進んでいます。 

そのようなビジネス環境変化に合わせ、当社はより多くのモバイル端末から「feedpath Zebra」

をご利用いただく為、モバイルプロジェクト「feedpath Zebra de Mobile」を本格始動します。

多くのモバイル端末から「feedpath Zebra」をご利用いただくことで、利用場所や環境に依存

せず、より利便性の高いサービスへと進化します。また、携帯電話だけではなく、今後は iPhone、

Blackberry、Windows Mobile、その他スマートフォンなどモバイル端末への対応も順次行って

いく予定です。 

 

本日「feedpath Zebra de Mobile」プロジェクト第一弾として、当社は携帯電話向け Web アプ

リケーション「feedpath Zebra for ケータイ」を独自開発し、携帯電話からのセキュアなメー

ル閲覧機能をリリースしました。多くの企業では、社員がノートパソコンを社外に持ち出すこ

とに関し、端末の紛失や盗難による情報漏えいリスクと捉えています。企業ポリシーによりノ

ートパソコンの持ち出しを禁止としている企業が少なくないことから、社外からの SaaS サービ

スへのアクセス手段として携帯電話を利用させるニーズは根強く、当社のお客様からも携帯電

話対応へのご要望を最も多くいただいたことから、今回第一弾リリースへと繋がりました。 

 

「feedpath Zebra for ケータイ」は追加料金なくお客様にご利用いただけます。お客様の大半

がメールデータを早く取り出すことを重要視していることから、送受信メールデータの閲覧機

能や編集機能に特化しました。また、常にサーバ上でメールデータは一元管理されているため、

Web メールならではの自動同期機能(シンク機能)を実装しています。一方、画面構成やユーザイ

ンターフェースに関しては、当社の独自開発により端末の仕様に併せての最適化を実現しまし



 

た。（本機能は docomo、au、SoftBank の 3 キャリアに対応し、特定 HTML ブラウザ（*3）搭載機

種でご利用可能です） 

 

ビジネスパーソンの就労時間に占める移動時間の割合は、全体の 30％だといわれています。（某

リサーチレポート参照）外出中や移動中の時間をどう効率的に使うかという問題は、どの企業

でも共通の課題となっています。当社は「feedpath Zebra de Mobile」プロジェクトの推進に

より、リアルタイムのメールコミュニケーションが実現しお客様の業務効率が更に向上するこ

とを確信しております。今後も、お客様のニーズに柔軟に対応し、斯様な市場ニーズを満たす

べく利便性と付加価値の高いサービスを提供して参ります。 

 

（*1）モバイルプロジェクト「feedpath Zebra de Mobile【フィードパス ゼブラ デ モバイル】」 

様々なモバイル端末からお客様に「feedpath Zebra」をご利用いただくために順次、モバイル

端末対応の拡大を行うプロジェクト 

  

 

（*2）「feedpath Zebra for ケータイ【フィードパス ゼブラ フォー ケータイ】」 

機能 説明 

ログイン／ログアウト  ユーザーアドレス＆パスワードを使用してログイン  

受信メール一覧表示  携帯画面から指定した検索フォルダを表示  

新規／返信／転送メール作成  To、Cc、Bcc の設定が可能 

アドレス帳参照 feedpath Zebra の個人アドレス帳のみ参照可能 

メール送信  可能 

メール下書き作成／保存  可能 

メール削除  可能 

メールを未読にする  可能 

表示設定  メール一覧画面で 1画面に表示する件数を選択 

 

 



 

（*3）対応 HTML ブラウザ 

docomo 
i モード対応 XHTML1.0    i モード対応 XHTML1.1    i モード対応 XHTML2.0    

i モード対応 XHTML2.1    i モード対応 XHTML2.2 

              

au WAP2.0 準拠 XHTML Basic1.0 

              

SoftBank 
ソフトバンク携帯電話向け HTML ver4                                 

*３GC 型(Shift_JIS 未対応端末は除く)、 URL のクエリー文字列とフォーム データを同時に送れない機種は除く 

 

■feedpath Zebrafeedpath Zebrafeedpath Zebrafeedpath Zebra についてについてについてについて 【 http://zebra.feedpath.co.jp 】 

「feedpath Zebra」は、米国 Zimbra 社が提供するプロダクト「Zimbra Collaboration Suite」

をベースにフィードパスが開発した SaaS 型 Web メールサービスです。メールの側面から、内部

統制や情報漏えい対策を実現する企業コンプライアンスを重要視した設計の上、他社サービス

とのシステム連携を可能とする高度な企業ニーズを実現するサービスです。 

 

■フィードパスフィードパスフィードパスフィードパス株式会社株式会社株式会社株式会社についてについてについてについて【 http://www.feedpath.co.jp/ 】 

フィードパス株式会社は、組織内における効果的で価値が高い情報共有を支援するアプリケー

ションソフトウェア の企画・開発・販売・運用を主に行っています。 一般的なライセンス販

売ではなく、SaaS を中心とした提供形態により、より広い範囲で、お客様のためにインターネ

ット関連技術を活用し、お客様に最適な サービスを最速でご提供する企業を目指します。 

 

■その他参考資料 

・モバイルプロジェクト「feedpath Zebra de Mobile」 

【 http://zebra.feedpath.co.jp/deMobile.html 】 

・「feedpath Zebra for ケータイ」【 http://zebra.feedpath.co.jp/functionCellPhone.html 】 

・「feedpath Zebra」プロダクトサイト【 http://zebra.feedpath.co.jp 】 

・マスコミ各社様向け画像ページ【 http://www.feedpath.co.jp/topics/screenshot/ 】 

 

■報道関係の方のお問い合せ先  

フィードパス株式会社 広報担当 西川 

TEL：03-5728-2721 

MAIL: fp-relations@feedpath.co.jp 

 


